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第2次いのち支える安城計画

第1章計画策定にあたって
第2章自殺の現状
第3章基本的な考え方
第4章自殺対策における取組み
第5章計画の推進

• いのち支える安城計画

第1次：2019(H31)～2023(R5)年度

第2次：2024(R6)～2028(R10)年度

資料2-1



第3章基本的な考え方 1

〇基本理念： Ｐ１８

「誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現」

「支えあおう こころといのち」をスローガンに自殺対策を推進

自殺はその多くが追い込まれた末の死であることや、「いのち支える」自殺対策
という考えを前面に出すために、現行の基本理念を引き続き次期計画の基本理
念とする。



第3章基本的な考え方 1
〇基本方針： Ｐ１９

１ 生きることの包括的な支援として推進する

２ 関連施策との有機的な連携を強化して総合的に取り組む

３ 対応の段階に応じてレベルごとの対策を効果的に連動させる

４ 実践と啓発を両輪として推進する

５ 行政、関係団体、民間団体、企業及び市民の役和知を明確化し、

その連携・協働を推進する

６ 自殺者等の名誉及び生活の平穏に配慮する（追加）



第3章基本的な考え方 1
〇施策の体系： Ｐ２０

「生きることの阻害要因の減少・促進要因の増加につながる支援」の項目を変
更(削除)し、わかりやすくする。

基本施策

地域におけるネットワークの強化

生きる支援の担い手の育成

市民への啓発と周知

児童生徒のSOSの出し方に関する教育

生きることの促進要因へ
の支援

こころの健康を保持するための支援

相談支援事業等
居場所づくりの支援

自殺未遂者への支援

遺された人への支援

生きることの阻害
要因の減少・促
進要因の増加に
つながる支援

生活を守ることに
つながる支援

悩みや困難に気
づき相談先につ
なげる支援

生きがいづくりに
つながる支援

基本施策

地域におけるネットワークの強化

生きる支援の担い手の育成

市民への啓発と周知

児童生徒等への「いのちの教育」

生きることの促進要因への支
援

こころの健康を保持するための支援

相談支援事業等
居場所づくりの支援

自殺未遂者への支援

遺された人への支援

生活を守ることにつながる支援

悩みや困難に気づき相談先につなげ
る支援

生きがいづくりにつながる支援



第3章基本的な考え方 2
〇計画期間：2024(R6)年度～2028年(R10)年度の5年間
〇数値目標： Ｐ２１

自殺死亡率を2026年までに13.0以下とする国の自殺総合対策大綱及び第4次愛知
県自殺対策推進計画を踏まえ、計画最終年の前年である2027年までに13.0以下を
目指す。（※自殺死亡率：人口１０万人あたりの自殺者数）

〇指標： Ｐ２１ 変更／検討事項

第１次計画 第２次計画（案）

K6ハイリスク該当者の割合 健康だと感じている人の割合

ゲートキーパー養成研修の受講者数 ゲートキーパー養成研修の受講者数(変更なし)

「自分にはよいところがある」と思う児童生徒の割合
(愛知県を100とした場合の指数)

「自分にはよいところがある」と思う児童生徒の割合
(愛知県を100とした場合の指数) (変更なし)

高齢者の孤立防止のための地域参加の促進
(月1回以上開催されているサロン実施箇所数)

福祉センターサロンの参加者数



第4章自殺対策における取組み 1
〇基本施策： Ｐ２２～

1 地域におけるネットワークの強化
2 生きる支援の担い手の育成
3 市民への啓発と周知
4 児童生徒等への「いのちの教育」
＜児童生徒のSOSの出し方に関する教育＞から名称変更

SOSの出し方に関する教育だけでなく、幅広く「いのちの教育」に取り組むため

5 生きることの促進要因への支援



第4章自殺対策における取組み 2 Ｐ２２～

基本施策 事業数

1.地域におけるネットワークの強化 22

2.生きる支援の担い手の育成 12

3.市民への啓発と周知 18

4.児童生徒等への「いのちの教育」 7

5.生きることの促進要因への支援 5-1 こころの健康を促進するための支援

176

5-2 相談支援事業等

5-3 居場所づくりの支援

5-4 自殺未遂者への支援

5-5 遺された人への支援

5-6 生活を守ることにつながる支援

5-7 悩みや困難に気づき相談先につなげる支援

5-8 生きがいづくりにつながる支援

合計（重複あり） 235



第4章自殺対策における取組み 3
〇重点施策： Ｐ２２～、Ｐ４４

1 勤務・経営者への対策
積極的に市内企業との連携し、勤務者への支援の推進

2 高齢者への対策
見守りによる孤立防止や居場所づくり、生きがいづくりなどの推進

3 生活困窮者への対策
相談窓口等の周知及び関係機関連携による包括的支援体制の推進

4 子ども・若者への対策
学校等と連携し、「いのちの教育」など、子ども・若者への支援の推進

5 女性への対策
妊産婦への支援をはじめ女性特有の視点を踏まえた支援の推進。



第5章計画の推進
〇計画の推進体制： Ｐ４５

〇計画の進捗管理・評価： Ｐ４５

毎年度、事業の進捗状況を把握し、可能な限り指標の数値について
も確認

進捗状況は「安城市保健センター運営協議会」において審議・評価
を行う。

計画最終年度にあたる2028年度には最終評価を行う



資料編

〇関係団体との意見交換会： Ｐ４７～

〇相談窓口一覧

〇健康日本２１安城計画策定委員会規則

〇健康日本２１安城計画委員会名簿

〇計画の策定経過


